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編 集 後 記

前号(第10号)の発行から４年半が経過し、何とか第11号の発行にこぎ
2001年10月にスタートしたつけることができました。この４年の間に、

中国帰国者支援・交流センター(御徒町)の“生涯学習”支援システムも、
といようやくその骨格に血肉を備えた実体として機能するようになった

連携・協力のもう実感があります。この歩みは、当センター(所沢)との
記とに進められました。『紀要』第11号は、われわれのこうした歩みの

御徒町からの報告も掲載していま録として、所沢のものだけではなく、
す。そして今後も、所沢、御徒町、二つのセンターの「実践と研究」の
記録として機能させていきたいと考えています。

このような趣旨から、第11号では、巻末の「あゆみ」と「統計」に、
御徒町のものも併せて掲載しています。御徒町の「あゆみ」では、高齢
化が進む孤児世代を対象とする “生涯学習”サロン／交流活動を含めた
支援活動について、そしてその支援者に対する支援活動について、また、
広く地域社会に対して一般市民の理解と新たな支援者を求める研修会開
催等の活動について、その概要を紹介しています。こうした活動の中心
となる日本語遠隔学習課程(通信教育)の受講生は、2006年４月に在籍者
数1000人を超え、現在(2007年10月)1300人に迫ろうとしています。今号
の「統計」では、初めて、こうした“生涯学習”受講生についても、在
籍者数の推移、年齢層や全国分布の状況等について集計したものをグラ
フにまとめましたので、ぜひご覧ください。
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